「福井発！ビジネスプランコンテスト２０１０」

（プラン名称）

（表紙・様式）

福井発！ビジネスプランコンテスト２０１０

プラン応募用紙（書類審査用）

	プラン名称
	

	提出者氏名

（連名可）
	

	代表者連絡先
	〒　　　－　　　　

住所

電話番号（携帯可）

メールアドレス　　　　　　　　　　　　＠

学生の方は、学校名、学部、学年を記入




下記の事項を確認・了承の上、提出します。
次のいずれかの応募資格を満たします。

①福井県内の大学、大学院、高専、短大、専門学校もしくは通信制の大学に在籍する学生や福井県在住の社会人の個人またはグループ。
②福井県出身で県外に在籍する学生や社会人の個人またはグループ。
③福井を拠点に起業を目指す学生や社会人の個人またはグループ。（高校生含む）

その他次の内容について確認・了承します。

・未発表のビジネスプランであること。

・知的財産の管理については原則としてプラン提出者が行うこと。
・提出された応募用紙はいかなる理由があるとも返却されないこと。

・審査結果の理由についてはいかなる理由があるとも回答されないこと。

	事務局記入欄（提出者は記載不要）

	登録番号
	受 付 日

	
	

	備考

	


Ⅰ．ビジネスプランの概要

Ⅰ－１．ビジネスプランの要約

（注）以下に展開する各項目の要約版です。あなたが考えるビジネスについて、どのような特徴があり、どのような人に何を提供することによって需要を掘り起こしていこうとするものなのか、そして将来的に何を実現したいか、などについてわかりやすくまとめてください。
Ⅰ－２．応募の理由
（注）なぜ、今回のコンテストに応募しようと思ったのか。その理由やあなた自身にとっての意義などについて明らかにしてみて下さい。
Ⅱ．新規性や独創性、優位性や差別性

Ⅱ－１．類似する既存の商品やサービスとの違い
（注）あなたがこれから取り組もうと考えるビジネスについて、その新規性や独自性、あるいはその優位性を表すために、既存あるいは類似の商品やサービス、既存のビジネスの仕組みなどとの違いを明らかに示してください。既存もしくは類似するものがなければ、まったく新しいものである理由について述べてください。なお、専門的な用語がある場合はわかりやすく表現されるか、注釈をつけてください。
Ⅱ－２．知的財産権（特許・実用新案など）の取得状況（取得予定）

（注）提供する商品やサービス、技術やシステムなどに関して特許や実用新案、商標登録など取得、あるいは申請中のものがあればご記入下さい。また、今後取得しようと考えておられるのでしたら、そのことについてもご記入ください。（権利を取得されていない知的財産については、最終選考会で発表してしまうと保護されない恐れがありますので、ご心配の方は事前に、あるいは本書面上においてその旨ご相談ください。）
知的財産の保護について、事前に・・・・・□相談したい　　　　□相談不要
Ⅲ．ビジネスの対象（顧客）と顧客（売上）を拡大する方法について
Ⅲ－１．ビジネスのターゲット（商品やサービスを提供する対象）
（注）あなたがビジネスの対象とする顧客は、どこにいる、どのような人ですか。その人たちはどのようなニーズ（必要性や欲求）を持っていますか。それらの人はどれくらいいると考えますか。また、ビジネスの展開過程において、将来的にその対象が変わってくる、あるいは広がってくると思われるのでしたら、そのことについてもご記入ください。
Ⅲ－２．顧客を開拓する方法
（注）あなたのビジネスを継続、発展させるために、販売やサービスの提供をしなければなりませんが、どのようにして顧客をつかんでいこうと思いますか。ビジネスの展開過程ごとに販売の方法を変えようと思っているのでしたら、そのことについてもご記入ください。
Ⅳ．ビジネスの仕組み

Ⅳ－１．事業主体者の組織

（注）あなたがこれから展開しようとするビジネスについて、会社のような組織をつくるとしたら、どのような人員構成を想定していますか。どのような役割や能力を持った人がどれくらい必要ですか。
Ⅳ－２．提携先、協力者との関係

（注）たとえば、販売会社でしたら、仕入先（生産者、メーカーや流通業者）あるいは卸先などが必要になってきます。あなたがこれからビジネスを展開するために、必要な外部の協力者、提携先はどのように考え、それらとのどのような関係を求め、どのような構図を描いていますか。
Ⅴ．ビジネスの展開計画と将来ビジョン

Ⅴ－１．事業開始前後から事業開始後数年以降の展開計画
（注）あなたのビジネスはどのように展開していこうと思っていますか。事業開始がいつで、事業開始のために、必要なお金や人材、ノウハウなどはどのようなものがあるでしょうか。また、これらの必要な資源をどのように準備しますか。そして事業が始まってから、どのような計画、売上や利益を見込みますか。さらに必要な経費はどれくらいで、その経費は利益からつくれますか。それとも自己資本、融資、投資などによってそれらの経費をまかなうのでしょうか。事業開始前後から、一定のビジネスの成功までの道のりとそれに伴う売上、経費、資金なども合わせて記入してください。
Ⅴ－２．将来ビジョン（夢）
（注）このビジネスがあなたの思い通りに成功したとします。そのときはいつで、どのような状態になっていますか。そもそも、どのような状態を実現するためにあなたのビジネスは存在しますか。
Ⅵ．実現可能性

Ⅵ－１．このビジネスが成功すると思われる理由やリスク
（注）あなたが考えたビジネスが成功する自信はありますか。あるいは成功すると思われる理由は何ですか。逆に、このビジネスが計画通りにうまく行かないとしたら、どのような原因が事前に考えられますか。
Ⅵ－２．このビジネスの現段階での進捗状況

（注）このビジネスプランに関して、すでに準備をされているのでしたら、どの程度まで進んでいますか。
Ⅶ．社会貢献性

（注）あなたのビジネスはどのような「社会貢献」ができますか。どのようなことに困っている人たちの手助けができますか。あるいは地球環境や地域社会、平和や安全などにどのように貢献できるものですか。

Ⅷ．まとめ、提出者のこのビジネスに対する想い
（注）このプラン全体を総括して、あなたが再度強調したいこと、書ききれなかったあなたの溢れる想いについて改めて記入してください。
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